
【科目情報】
授業コード
授業科目名
担当教員氏名
開講年度・学期
授業形態
単位数

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

取締役・取締役会（取締役会の議事など） 同上

取締役・取締役会（取締役の責任など） 同上

取締役・取締役会（代表訴訟など） 同上

株主総会（議事） 同上

株主総会（決議の瑕疵） 同上

取締役・取締役会（取締役の選任など） 同上

株主の会社に対する権利と義務 同上

株主総会（総論） 同上

株主総会（招集） 同上

会社法総論 授業の約１週間前に、次回のレジュメを（電
子）掲示板にアップロードする。必ず事前に
内容を確認し、予習を行った上で授業に臨む
こと。また、授業後は、内容を整理し、関連
する条文等について再確認して、知識の定着
を図ること。

株式会社の基本構造 同上

機関総論 同上

講義
4単位

この講義では、会社法の基本的事項を学ぶ。この講義の目標は、商法の中でも、特に重要
な会社法の分野について、基本的事項を修得することである。また、条文や重要判例を素
材として、制度（およびその趣旨）を徹底的に理解することにより、２年次以後での演習
科目等の受講において必要な知識を修得することも到達目標とする。

会社法の基本的事項について、条文や重要判例を素材として、制度（およびその趣旨）を
適切に説明できること、および、比較的単純な事案において、問題解決に至る道筋につい
て、一定の説得力をもって論述できることを到達目標とする。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

2022年度後期 曜日・時限 水曜2限、金曜2限

1FCB211010 科目ナンバリング FCALAW71018-J1
商法（企業組織法）
小柿 徳武
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第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

第31回

成績評価方法

期末試験

到達目標の達成度について絶対評価で評価する。
期末に課す試験の成績を 80％、小テストや質問や討論など講義への参加状況を 20％の割
合で評価する。会社法の基本的事項について、条文や重要判例を素材として、制度（およ
びその趣旨）を適切に説明できるか、および、比較的単純な事案において、問題解決に至
る道筋について、一定の説得力をもって論述できるかについて評価する。いずれも基本的
な点について、大きな誤謬を重ねることなく、説明および論述できていることが最低限求
められる。

組織再編・事業譲渡など（敵対的買収と防衛
策）

同上

解散・清算 同上

会社法総論（会社の法人性、商人性など） 同上

組織再編・事業譲渡など（総論） 同上

組織再編・事業譲渡など（手続） 同上

組織再編・事業譲渡など（買取請求権など） 同上

資金調達（募集株式） 同上

資金調達（新株予約権） 同上

資金調達（社債） 同上

株式（併合・分割・無償割当てなど） 同上

設立（手続） 同上

設立（設立手続の瑕疵など） 同上

計算（剰余金の分配など） 同上

株式（種類株など） 同上

株式（譲渡制限など） 同上

監査役・監査役会・会計監査人 同上

指名委員会等設置会社・監査等委員会設置会
社

同上

計算（会計帳簿など） 同上
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履修上の注意

教科書

参考文献

その他

伊藤靖史ほか『会社法〔第5版〕』（有斐閣、2021）を使用する。判例集として、神作裕
之＝藤田友敬＝加藤貴仁編『会社法判例百選〔第4版〕』(有斐閣、2021)を使用する。

中東正文ほか『会社法〔第2版〕』（有斐閣、2021）など、その都度指定する

なし
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